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弱有効解集合上での凸関数最小化問題に対する内部近似法  
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l・弱者効解集合上での凸関数最小化   

本研究では次の多目的計画問題が与えられているものとする．  

（P） maximize（ci，X〉，i＝1，…，k，SubjecttoJ：∈X⊂Rn，  

ただレ，制約集合ギはコンパクトな凸集合・ここで，C＝（∬∈月れ‥（c‘，〇〉≦0壱＝1，…，りとすると，問  

題（P）の弱有効解集合ズ。はズe＝れint（芳＋C）と表すことができる．土こで澗題（P）ド対して次が  

成立するものとする．   

（Al）ズ＝（ご∈月れ：勒（昔）≦0，ブ＝1，…，りただし，pJ‥月n→月（J＝1，・・・，f）は微分可能な凸関数か  

つpJ（0）＜0，   

（A2）intC≠0．  

仮定（Al）より，p（ご）±maxJ＝1，…，‘pj（ヱ）とするとズ＝（∬∈月¶：p（∬）≦0）と表すことができる・   

本研究では，次の弱有効解集合上での凸歯数最小化問題に対する逐次解法を提案する．   

oES）minimizef（x）subjecttox∈Xe＝Xlint（X＋C）  

ただし，目的関数J：月れ→月は次の仮定を満たす．   

（A3）fは凸関数，f（0）＝inf（f（x）：X∈Rn＼（0）），argmin（f（x）：X∈Rn）＝（O）■  

問題（0且∫）は次の間題と等価である・   

（Mlj） Tninimize9（x）：＝j（x）＋6（xIX）subjecttox∈Rn＼int（X＋C）  

ただし，  

〈：  

if悪∈ズ  
J（£lズ）＝  

＋∞ifご≠ズ・  

問題（〟P）に対する双対問題は次のように表される・   

（DP） maximize9H（x）subjecttox∈（X＋C）0  

年だし，（ズ＋Cβ）0はズ＋C■の極集合，すなわち，（∬十Cβ）0＝．（訂∈月n：〈苫，‘y〉≦1∀∬∈∫＋れ目的  

関数g〝は関数gの準共役関数，すなわち，  

g〝（ご）＝ 

〈  

－Sup（タ（祝）‥祝∈月れ）ifヱ＝0  

－inf（タ（祝）：（∬，祝）≧1）if諾≠0・  

関数タ〃は準凸関数なので問題（βP）は凸集合上での準凸関数最大化問題である・問題（胴ア）の最適値を  

inf（MP），問題（DP）の最適値をsup（DP）と表すと，inf（MP）＝－Sup（DP）となる・  
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問題（〟P）に対して準の内部近似法のアルゴリズムを提琴する・  

AlgorithmIAM二（MP）  

許容誤差71，Ⅵ＞0が与えられているものとする．  

Initialization・Sl⊂Xかつ0∈intSlを満足する凸多面体Slを生成する・k←1として・StflP 

Stepl．次の問題（EL）を考える．  

（IL） minimizeg（3：）subjectto3：∈Ir＼int（Sk＋C），  

問題（島）に対する双対問題岬ん）■の最適解を㌦とする．  

（Dk） maximizegH（x）subjecttox∈（Sん＋C）0．  

問題岬た）は凸多面体上での準凸関数最大化問題なので，l′んを（g人・＋で）○の頂点集合から選ずこと  
ができる・さらに，γんに対する次の凸計画問題を解くことにより．問題（n．）の最適解が得られる．  

minimizef（T）subjecttox∈Xn（x∈Ir：〈一ノk，r〉≧1）．  

ここで，問題（I）の最適解をご（た）とする・  

Step2・次の制約なし凸計画問題を解き，その最適解をzん，最適値をαl．とする  

mihimize¢（x；Vk）＝maX（p（x），－〈vk，X〉＋1）sllbjecttox∈Rn．  

rl）  

（2）  

a・α鳥＝、0ならばアルゴリズムを停止する・このとき，㌦は問題（βア）の最適吼γ什）は問題  

（凡才P）の最適解となる．  

b・αkく0ならばSk＋1＝CO（SkU（zk）），k←k＋1として，Steplへ  

AlgorithmIAM－（MP）より生成される問題（n・）の列†r（k）†と問題（D＾・）の最適解の列†7・A・†に対して  

次が成立する．  

・f（x（1））≦・・・≦f（x（k））≦・・・≦inf（MP），9FT（て′1）≧・‥≧9H（17＾’）≧…≧slll一（DP）．  

・J（㌃（た））＝一夕Ⅳ（1ノふ）brallた．  

さらに，点列（∬（た））の任意の集積点は弱有効集合∫pに含まれ，点列（㌦†の作意の集積点は問題岬P）  

の制約集合（ズ＋C）0に含まれるので，次が成立する．   

J忠J（坤））±in岬P），た聖跡ノ万）＝Stlp（卯）・  
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